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４月 ２日（土） たんぽぽ １４：００～ 

４月 ９日（土） ともしびの会 １１：００～ 

４月１６日（土） ぷぷら  １４：００～ 

４月２３日（土） ピノキオ文庫 １１：００～ 

４月２４日（日） 図書館スタッフ １４：００～ 

ところ：視聴覚ホール 

 

 

 ※行事は予告なく変更・中止になることがあります。                

 

 

４月２３日（土） 

折り紙ボランティア水巻  １３：３０～ 

ところ：視聴覚ホール 

 

第１・３水曜日１１：３０～CHIKA さん 

 土曜日  １２：００～  渡邊 博さん 

 

４月 １３日（水）  図書館スタッフ  １１：００～ 

ところ：視聴覚ホール 

４月 ９日（土） 

朗読の会言の葉  １３：００～ 

ところ：視聴覚ホール 

★マークは、図書館で催しのある日です。                 開館時間 午前１０時 ～ 午後６時   

〒８０７－００１２  福岡県遠賀郡水巻町古賀３－１８－１ 

ＴＥＬ ０９３－２０１－５０００（図書館）     ＴＥＬ ０９３－２０１－０９９９（歴史資料館） 

ＦＡＸ ０９３－２０１－０９９５（共通）      https://library.town.mizumaki.lg.jp/ 

 

 

新しい生活が始まったみなさん、進級・進学・新入社など、おめでとうござい

ます。 

図書館では様々な世代に向けて広い分野で本を揃えています。 

赤ちゃんから楽しめる絵本、子どもの想像力をかきたてる物語、話題の小

説、日々の生活に役立つ実用書など、利用者のみなさんが、水巻町図書館

に来てよかった！と思っていただけるようにいつもアンテナを張って資料の

収集をしています。今年度はバリアフリーの資料も充実する予定です。 

新しい生活に疲れたときやちょっと休みたいときもほっとできる図書館であり

たいと思っています。 

みなさんのご来館をお待ちしています。 

４月 ９日（土） １４：３０～ 

ところ：視聴覚ホール 

４月 ３０日（土） １４：００～ 

ところ：視聴覚ホール 
４月 １０日（日） １１：００～ 

ところ：視聴覚ホール 

開 場：午前１０時４５分 

開 演：午前１１時  

上映時間：1 時間３８分 

開 場：午後２時４５分 

開 演：午後 ３時 

上映時間： ４９分 



 

 

 

  

 

  

 

がっこうだってどきどきしてる（E ロ） 
ｱﾀﾞﾑ･ﾚｯｸｽ/文 ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ/絵 なかがわちひろ/訳〈WAVE 出版〉 

新入生もどきどきだけど、子どもたちを迎える学校の校舎だって

どきどきしているんですよ。優しくこどもたちの生活を見守る

「がっこう」の気持ちを描いた絵本です。 

 

以下の郷土資料は水巻町歴史資料館で購入できます 

「増補 水巻町誌」 ￥4,000― 

「石炭物語」    ￥2,000― 

「水巻昔ばなし」「水巻おもいでの写真集」「わたしたちのまち水巻」 各￥1,000－ 

「水巻の炭鉱とその暮らし」 ￥200― 

購入ご希望の方は歴史資料館窓口でお願いいたします 

 電話 201-0999 FAX201-0995 

図書館・歴史資料館よりお知らせ 

ピーターのとおいみち（E ク） 
バーバラ・クーニー/絵 リー・キングマン/文 三木卓/訳〈講談社〉 

森の中に住んでいるピーターは、５歳になって村の学校へ行く

のを楽しみにしていました。友だちがほしかったのです。かあ

さんから「ねがいごとは自分でかなえるのよ」と言われたピー

ターは、５歳になった次の日、ひとりで遠い学校へ向かって歩

き始めました。 

５/２０（金）～5/31（火）は特別整理期間で休館します。 

毎年行っている図書館の全資料の点検を、上記の期間で行います。 

休館中は利用者のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解と 

ご協力をお願いいたします。 

『小津安二郎 大全』  

（778.8 オ） 

編著 松浦莞二／宮本明子 

     

昭和２０年代から３０年代に最も活躍した 

映画監督、小津安二郎。「東京物語」をはじ

め、「麦秋」「早春」「秋刀魚の味」などたくさん

の名作を残しました。そんな作品に登場する

東京・鎌倉は多種多様の顔を見せます。本

書は戦後の作品を中心に、現在も残るフィル

ムや脚本、監督の日記や、旨いもの屋を記

した「グルメ手帖」などを元に小津安二郎の

足跡をたどります。小津映画を観たことがあ

る方もない方も観光ガイド気分で楽しむこと

ができる内容です。読後にはこの移動のまま

ならない世の中が終わったならば、ぜひ自分

の足で訪れて小津映画の世界に浸りたいと

思わせる一冊です。 

（スタッフ M・K） 

いちねんせい（J911 タ） 
谷川俊太郎/詩 和田誠/絵 〈小学館〉 

初めての学校生活、１年生になったら考えること…。ちょっぴり

不安だけど、とっても楽しみな１年生の気持ちを、谷川俊太郎さ

んの詩と和田誠さんの絵で生き生きと描いた絵本です。 

 

一般書 
『小津安二郎をたどる東京・鎌倉散歩』  

（778.2 キ） 

著者 貴田庄 

     

ランドセルがやってきた（E ム） 
中川ひろたか/文 村上康成/絵 〈徳間書店〉 

幼稚園から帰ってみたら、おじいちゃんからランドセルが届いて

いました。すごく大きい！だって、６年生になるまで使うんだか

ら。期待がいっぱい詰まったランドセルのお話です。 

 

～好きだった教科書のお話を教えてください～ 
「こどもの読書週間～ひとみキラキラ 本にどきどき」にちなんで、教科書に載った本た

ちを展示いたします。それにともなって、小中学校のころ、国語の教科書に載っていて、

心に残った作品をみなさんに教えていただきたいと思います。 

参加方法：図書館に置いてある用紙に「作品のタイトル」と「エピソードや思い出など」を

記入して、回収箱に入れてください。期間は4月 1日（金）～5月 19日(木)です。 

いただいた用紙は4月からの展示架に掲示いたします。 


